
専修大学 夏期留学プログラム
ウーロンゴン大学語学研修と

海外インターンシップ

O K C S I N C E 1 9 8 5

期間：2024年8月6日（火）～9月7日（土）
募集人員18名 / 最少催行人員10名

オーストラリア・ウーロンゴン/シドニー

グローバルな思考と英語によるコミュニケーション力を身に付けよう！

専修大学国際交流センター
手配：OKC株式会社

17:00まで

2024年



日付 詳細

８月６日（火） 日本出発 羽田空港発 空路 シドニーへ

８月７日（水）
シドニー空港到着 → ウーロンゴンへ移動

ウーロンゴン大学のスタッフが出迎え、ウーロンゴンへ。ホームステイ先に到着

８月８日（木）～８月２３日（金）

ウーロンゴン大学付属英語学校で英語研修（２週間＋２日間）

※専修大学生専用クラスで語学研修

※午前：Business English（36時間）

※午後：SDGs Study（3日間、12時間）

※最終日に修了証が手渡されます

８月２４日（土）

専用車にてウーロンゴンからシドニーへ移動

シドニー到着後、滞在中の諸注意やインターンシップにおけるレクチャーなど

シドニー市内でのホームステイ開始

午後、ホストファミリーと対面

８月２５日（日）
インターンシップ準備期間

各自、公共交通機関など、シドニーでの就業に備え、土地勘を養っておきます。

８月２６日（月）～９月６日（金）
インターンシップ（2週間）

一般企業、ツーリズム、語学学校、福祉施設、環境保護団体などでの就業を体験

９月７日（土）
日本へ帰国

OKCスタッフが専用車でシドニー空港まで送迎。シドニー空港発 → 空路 羽田へ

■研修先：ウーロンゴン大学＋各インターンシップ派遣先

専修大学 夏期留学プログラム
ウーロンゴン大学語学研修＋インターンシップ スケジュール

２０２4年2月現在

スケジュール

プログラムの特徴

１．ウーロンゴン大学での英語研修とSDGsテーマ学習で地球規模の課題を学ぶ

２．シドニー市内の一般企業、学校、福祉施設などでインターンシップ（就業体験）

３．プログラム期間は全てホームステイ（ウーロンゴン及びシドニーにてホームステイを体験します）

４．現地スタッフ（日本語可）がいるので、初めての留学でも安心

■ 2024年８月6日（火）日本出発、9月7日（土）現地出発

■ Captain Cook Cruises

当社は世界中からインターンシップ生を受け入れていますが、特に日本からの学生は素晴らしい活躍を
見せてくれます。積極的に仕事に取り組む姿勢と向上心には、私たちも大変感心しております。
このプログラムは参加した学生だけでなく、我々のお得意様やキャプテンクッククルーズ社にとっても
今後の大きな糧となるでしょう。今後もたくさんの日本人学生のインターンシップ受入れができること
を、楽しみにしています。

ウーロンゴンはシドニーから車で1時間半ほどの、ビーチや美しい自然に囲まれた街になります。街の
中心には、デパートやショッピングセンター、スーパーマーケットや主要な銀行が揃っています。大学
は市内から5キロほど離れていますが、公共交通機関が充実しているため、生活には不便を感じません。
また、付属英語学校所属の学生であっても、大学施設内の図書館やコンピュータルーム、スポーツ施設
を利用できます。

■ウーロンゴン大学付属英語学校 (UOW College)学校の紹介

現地受け入れ会社に聞く



選考・オリエンテーション 日 程

書類選考 申込後～１5日（水）

筆記試験 ５月１１日（土）

面接試験 ※該当者のみ ５月１８日（土）

候補者発表 ５月２０日（月）

候補者オリエンテーション ※オンライン ５月２４日（金）18：15以降

事前研修①※対面 ６月 ８日（土）

選考・オリエンテーション 日 程

事前研修②※対面 ６月１５日（土）

渡航関係オリエンテーション
※オンライン

６月１５日（土）14：50以降

海外安全セミナー※対面 ７月２０日（土）

出発前オリエンテーション※対面 ７月２３日（火）18：15以降

出発 ８月 ６日（火）

※事情により日程や内容が変更となる可能性があります。

※実施方法（対面/オンライン）は変更となる場合があります。

※原則生田キャンパスにて実施（筆記試験のみ神田キャンパスにて実施）

■ 申込方法

■ 選考から出発までのスケジュール

ウーロンゴン大学での２週間のビジネス
英語研修の後、シドニーに移動して海外イ
ンターンシップを2週間行います。

インターンシップとは、実際に企業等で

「就業体験」をすることです。現地では、

参加学生の語学能力や経験に合わせて一般

企業、福祉施設、語学学校、ホテル等の業

種でインターンシップを実施します。学生

のアルバイトとは異なり、自分にできるこ

とを考え、自ら積極的に動く事が求められ

ます。ウーロンゴン大学で学んだ英語力を

実社会で試す良い機会になるだけでなく、

海外での働き方や日本との違いを知り、就

職活動を含めた将来の進路選択に役立つで

しょう。

※ 各自の英語力により派遣先が割り当てられます。

希望通りにいかない場合があります。

インターンシップ（就業体験）について

派遣先 主な業務内容 語学力の目安

法律事務所
主に移民ビザ関連法を扱う法律事務所。一般事務の
アシスト業務

上級

ホテル
英語力によりフロント業務、ハウスキーピングや予
算管理等

上級

クルーズ会社
主に事務所内のオフィスワーク、顧客管理・PCデー
タ入力等のアシスト

中級

学習塾 日本語講師アシスタント、教材作成アシスタント等 中級

カフェ 接客、コーヒー等のドリンク作り、清掃等 中級

■ 参考：インターンシップ派遣先一覧（一部）

TOEICスコア目安：上級730点以上、中級500-730点

※上記の業務内容はあくまでも目安です。個人のスキルや英語力により業務内容は変更されます。

※ここでの語学力は目安であり絶対条件ではありません。

応募を希望する学生は、専修大学国際交流センターのホームページ内にある「令和6年度夏期留学プログラム
申込フォーム」より必要事項を全て入力し、送信してください。別紙「承諾書」については、国際交流セン
ター（生田キャンパス9号館5階）及びグローバルカウンター（神田キャンパス10号館15階）窓口にて配布し
ています。または、in Campusの「ライブラリ」内にある「【国際交流事務課】留学プログラム関連情報」
「夏期留学プログラム関連資料」に承諾書のPDFデータを掲載していますので、各自ダウンロードし、A4サイ
ズでプリントアウトしてください。
※日本国籍以外の学生は、別途申込時に提出する書類があります。詳細は、申込前に国際交流事務課まで問い
合わせください。

留学体験レポート（令和5年度参加学生）

法学部法律学科

秋葉 柊哉さん（２年次に参加）

授業ではオーストラリアの文化や歴史、ま

た現地で使用されているアクセントや会話

表現など様々な内容を学びました。グルー

プワークなどで日本人学生と一緒になるこ

ともありますが、会話は英語で行うなど意

識していました。そのおかげか、日が経つ

ごとに現地の人と会話を行う際の不安や緊

張はなくなりました。

文学部英語英米文学科

土屋 友香理さん（３年次に参加）

ホームステイ先では、ホストと英語で会話を

しながら暮らすことで語学力を磨くこと、現

地の文化や生活様式を知ることができたりし

て楽しかったです。大変なこともありました

が、留学を通して伝えたいことを正確に英語

にできるようになり、拙い英語でも一生懸命

話すことの大切さを学ぶことができました。

商学部マーケティング学科

小松 明日香さん（２年次に参加）

私は外資系ホテルでフロント業務に携わりま

した。最初はチェックインやチェックアウト

の際に、宿泊者を混乱させてしまうことが大

半でした。しかし、回数をこなすにつれて、

滞りなく業務を行うことができるようになり

ました。また、日本人宿泊者の対応をしてい

ると、宿泊者とスタッフの両方から感謝され、

やりがいを感じました。



◆応募条件：
① 参加を希望するコースの言語を学内または学外等で学んでいること
② 参加目的が明確なこと（観光目的ではないこと）
③ 心身ともに本留学プログラムの参加に支障がないこと
既往症・現病歴のある学生は、医師からの診断書の提出を求める場合があります。申込前に国際交流事務課に相談してください。なお、候補者決定後、大学から協定校・
研修校へ状況を説明し協定校・研修校が受入可否を判断することになります。

④ 異文化に柔軟に適応でき、団体行動がとれること
⑤ 本留学プログラムの全日程（事前事後研修・オリエンテーション含む）に参加できること。
⑥ 保証人の承諾が得られること
⑦ 団体行動中及び諸手続き等において本学、研修校及び研修・旅行取扱会社の指示に従うこと
※なお、本プログラム対象者は本学在学生（休学者を除く）のみとなります。

◆催行人数：
選考の結果、候補者が9名以下となった場合、本プログラムは中止となります。

◆選考方法：
①各コース共、筆記試験及び書類審査の総合評価により選考します。 筆記試験及び書類審査の結果、面接試験を行う場合があります。面接試験対象となった応募者には、
国際交流事務課よりin Campus の「個人宛のお知らせ」にて連絡します。面接試験を実施する場合は、原則5月18日（土）に行います。
②必ずしも第1希望の研修校に決定するとは限りません（第1希望以外の研修校に参加する意志がない場合は、参加フォームの第2希望留学先は「なし」を選択 してくださ
い。
③夏期留学プログラム2度目の参加者（同一言語コース）及び4年生、修士2年生、博士3年生は優先順位が下がります。
④筆記試験は神田キャンパスで実施します。

◆研修日程・研修/旅行代金：

※1 研修開始前において為替変動や運送・宿泊機関等の料金改定、海外旅行保険料、危機管理対策保険料の改定及びその他の事由により
当該研修費用を変更することがあります。変更となった場合にかかる費用は自己負担となります。

※2 各航空会社が設定する空港税、日本国内空港使用料を含んでいます。正式な総費用は候補者オリエンテーションにてお知らせします。

◆研修費用の支払い：
候補者決定後、本学及び研修・旅行取扱会社の指示に従い、研修費用を指定する銀行口座に振り込んでください。海外旅行保険料については、研修費用とは別に各自が
クレジットカードで支払います。支払い方法の詳細については、候補者オリエンテーションにて説明します。
※支払いには研修・旅行取扱会社によるローンを利用することができます。ただし、利用の際には審査があります。
※候補者決定後、やむを得ない理由により参加を取り消す場合は、取り消しによって生じた所要経費相当額を負担していただきます。

◆研修参加の取消

候補者決定後、やむを得ない理由により参加を取り消す場合は、取り消しによって生じた所要経費相当額（キャンセル料）を支払うことになります。また、候補者決定後、参
加を取り消す場合は留学プログラム申込金（1,500円）の返金はできません。さらに、事前研修開始後に参加を取り消す場合は、参加取消後の事前研修に出席しない場合
でも、事前研修費（8,000円）の返金はできません。

◆研修費用に含まれるもの：
＜研修費用＞
☆交通費：航空運賃（燃油サーチャージ込み、現地空港税等を除く）、現地における団体での利用交通機関の運賃
☆授業料、教材費、プログラムに含まれる課外活動費（インターンシップ費用等）
☆宿泊費：研修先の宿泊費用
☆食事代：研修先での食事代 平日2食（朝・夕）土日3食（朝・昼・夕）（研修スケジュールや研修校等の事情により変更する場合があります。）
☆団体行動中の税金･チップ
☆危機管理対策保険：J-TAS（JCSOS トータルアシスタンスサービス）
取 扱：特定非営利活動法人 海外留学生安全対策協議会
〒150-0002渋谷区渋谷2−12−15 日本薬学会長井記念館ビル１F / TEL：03−6418−0717 / FAX：03−6418−0716

☆帰国後の効果測定テスト費用 ☆渡航関係手続手数料
＜現地空港税等＞
☆空港税 ☆国際観光旅客税 ☆国内空港施設使用料、航空保険料、旅客サービス料
＜事前研修費用・留学プログラム申込金＞
☆専修大学が実施する事前研修の費用 ☆留学プログラム申込金

◆研修費用に含まれないもの：
☆海外旅行保険：東京海上日動火災保険株式会社学研災付帯海外留学保険（13,600円）
保険取扱：株式会社専大センチュリー（神田キャンパス）
〒101-0051東京都千代田区神田神保町3-10-3 / TEL：03-5215-1260

☆天災等不可抗力事由によって生じた費用 ☆超過手荷物手数料 ☆現地での通学交通費 ☆プログラム費用に含まれない食事代
☆オプショナルツアー参加料 ☆研修費用振込手数料
☆査証：ビザ申請費用（約AUS$190）
※インターンシップを行うため、訪問ビザ（サブクラス600）を取得します。候補者決定後に実施するビザ説明会にて申請手続きを行い、その際
ビザ申請費用実費（約AUS$190）を本人名義のクレジットカードにて支払う必要があります。

※オーストラリアのETA（Electronic Travel Authority：電子渡航許可）を取得したことがあり、応募時点で有効なETAを所持している学生は、
申込時に生田キャンパス国際交流事務課窓口または神田キャンパスグローバルカウンターに申し出てください。

※日本国籍以外の学生については、留学にあたり上記と異なる手続きでビザを取得しなければならない場合があります。ビザ発給に係る手続きは
大学が定めた期限までに各自の責任において行い、ビザが発給されなければ渡航できません。なお、ビザ申請手続きにかかる費用は全て自己負担
とします。

☆旅券（パスポート）取得費用

◆単位認定：
本プログラム修了者のうち、希望者には「海外語学短期研修１（２単位）」として単位認定されます。その際、プログラムの達成度により本学の基準で成績が評価されます。
詳細は候補者オリエンテーションにてお伝えします。
※４年生以上、大学院生及び同一言語コース２度目の参加者を除く

◆事後研修（帰国報告会）：

帰国後、事後研修として帰国報告会を行います。事後研修では留学の効果を測る効果測定テストの受験及び留学の成果についての振り返りを行います。なお、当日欠席
した場合でも、効果測定テストの受験料については払い戻しは行いません。実施場所は生田キャンパスとなります。

◆その他特記事項：ホームステイについて
ホームステイは、現地の一般家庭に滞在し、家族との共同生活を通じて、語学力の向上のみならず、異なる生活・文化習慣を理解することにその意義があります。ホームス
テイ先は、研修校によって割り当てられますが、家族構成（１人だけの場合もあります）や家庭環境、出身国はそれぞれ異なります。日本との文化・生活習慣等の違いを受
け止め、参加者の皆さんが積極的な姿勢で臨むことによって充実した生活体験となるでしょう。
また、ホームステイ先によっては、同時期に他の留学生を受け入れている場合等もあり、研修校のホストファミリーの手配状況により必ずしも参加学生１名につき１家庭が
割り当てられるとは限らないこと、専修大学生同士で同じ家庭になる場合があること、他の留学生と受入れ条件が異なる場合があることを理解しておいてください。
なお、研修校が手配したホームステイ先については、個人的な嗜好等の理由では変更できません。
また、ホームステイ先の決定は出発直前（１週間前頃）になります。

◆追試験について
本プログラムは、前期試験終了後に順次所定のスケジュールで出発します。そのため、専修大学定期試験規程により追試験の受験対象となり、留学期間が追試験と重複
した場合でも、追試験を理由に一時帰国または留学の中断をすることはできません。

事前・事後研修は、留学プログラムの一環として行いますので、正規授業等やむを得ない理由以外での欠席は一切認めません。

研修日程 8/6（火）～9/7（土） <33日間>

研修費用 892,000円 ※1
現地空港税等
（上記研修費用のほかに必要となります。）

17,140円 ※2

事前研修費用及び留学プログラム申込金 9,500円


